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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第62期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

第61期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 13,200,330 6,548,288 15,931,678

経常利益又は経常損失(△) (千円) 640,196 252,252 △291

四半期純利益又は当期純損失(△) (千円) 1,059,613 217,928 △239,699

純資産額 (千円) － 8,806,619 7,677,231

総資産額 (千円) － 21,498,427 18,874,254

１株当たり純資産額 (円) － 535.48 467.48

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり当期純損失(△)
(円) 64.52 13.27 △14.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益
(円) 64.38 13.21 －

自己資本比率 (％) － 40.9 40.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 641,797 － △526,892

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △173,422 － △2,777,999

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △285,708 － 3,412,074

現金及び現金同等物の四半期末(期

末)残高
(千円) － 1,386,980 1,183,228

従業員数 (名) － 1,038 1,040

　(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第61期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び子会社２社)が営んでいる事業の内容に重要な変更は

ありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1)連結会社における状況

 平成20年９月30日現在

従業員数(名) 1,038(304)

　(注)　１　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員数であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員(嘱託及び準社員)の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員でありま

す。

 

(2)提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数(名) 656(115)

　(注)　１　従業員数は、当社から他社への出向者を除いた就業人員数であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員(嘱託及び準社員)の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 生産高(千円)

単独水栓 797,980

湯水混合水栓 1,557,750

シャワー付湯水混合水栓 3,281,082

その他 871,296

合計 6,508,110

　(注)　１　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2)受注実績

　当社グループは、大部分の品目につき見込み生産を行っておりますので、記載を省略しております。

 

(3)販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 販売高(千円)

単独水栓 833,016

湯水混合水栓 1,860,672

シャワー付湯水混合水栓 2,767,988

その他 1,086,610

合計 6,548,288

　(注)　１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
当第２四半期連結会計期間
販売高(千円) 割合(％)

タカラスタンダード㈱ 728,944 11.1

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油価格・素材価格の高騰や米国のサブプライム問題に端を

発した世界的な金融市場の混乱の影響を受け、設備投資や輸出に陰りが見えるなか、生活必需品の物価上昇により消

費マインドも伸び悩み、先行き不透明感が増してきております。

水栓業界におきましては、改正建築基準法施行の影響をはじめ資材価格の高騰に伴う住宅価格の上昇や不動産市

況の悪化が顕在化し住宅投資の持ち直しまでには至っておりません。

このような状況のもとで、当社グループは、水栓専業メーカーとして確固たる地位の確立と持続的な成長を図るた

め、早期に本年３月の事業の統合効果を創出すべく事業基盤の強化に取り組んでまいりました。

商品面では、商品の統廃合を推し進め、双方の得意とする分野の開発力を融合させ、商品開発に取り組んでまいり

ました。

営業面では、採算性を重視した選別受注や適正価格の定着化を推進するとともに、新顧客基盤を取り込み、販売網

の拡充や継手・配管部品の販売力強化、アフターサービスの向上など収益力のアップに取り組んでまいりました。

生産面では、原材料価格の高止まりによる製造コスト上昇分を吸収すべく、ＫＰＳ(KVK Production System)活動

を柱に、仕入コストの抜本的な見直し、生産工程の改善、部材の共通化・内製化、品質の確保など徹底した原価低減に

注力するとともに、４拠点最適生産に向け富加工場へＫＰＳ活動の導入をスタートさせました。

こうした諸施策の結果、当第２四半期の連結会計期間の業績における売上高は、事業譲受けに伴う新規受注によ

り、65億48百万円となりました。損益面につきましては、原材料価格の高止まりの影響がありましたものの、販売価格

の改善効果や業務全般の効率化、経費の削減などグループ一丸となって継続的なトータルコスト削減を図り、営業利

益２億46百万円、経常利益２億52百万円となりました。四半期純損益は、２億17百万円の四半期純利益となりました。

 

(2)財政状態の分析

資産は、前連結会計年度末に比べて26億24百万円増加し、214億98百万円となりました。これは主に事業譲受けの

影響による売上高の増加に伴い、受取手形及び売掛金が19億96百万円増加したこと及び、繰延税金資産を３億57百

万円計上したことによります。

負債は、前連結会計年度末に比べて14億94百万円増加し、126億91百万円となりました。これは主に事業譲受けの

影響による仕入高の増加に伴い、支払手形及び買掛金が16億35百万円増加したことによります

純資産は、前連結会計年度末に比べて11億29百万円増加し、88億６百万円となりました。これは主に四半期純利益

の計上により利益剰余金が10億59百万円増加したことによります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、(以下「資金」という。)は、前四半期連結会計期間末に比

べ１億28百万円増加し、13億86百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は４億33百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益を３億32百万円

計上したこと及び、売上債権が３億７百万円増加、仕入債務が３億29百万円減少した一方でたな卸資産が４億18百

万円減少したことによります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は54百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が51百万円発生

したことによります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は２億50百万円となりました。これは主に短期借入金増加額が70百万円増加した一方

で長期借入金の返済による支出が３億35百万円発生したことによります。 

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5)研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は95百万円であります。

 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 46,241,000

計 46,241,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,531,157 16,531,157ジャスダック証券取引所 －

計 16,531,157 16,531,157 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成20年６月26日 取締役会決議

 
第２四半期会計期間末現在

(平成20年９月30日)

新株予約権の数 68個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 68,000株　　(注)１

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり金１円 　(注)２　

新株予約権の行使期間 平成20年６月27日～平成50年６月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額

発行価格 １円

資本組入額 　(注)３

新株予約権の行使の条件

　新株予約権者は、新株予約権を割当てる日の翌日から30

年以内の期間内において、当社の取締役及び監査役が当社

の役員の地位を喪失したとき、新株予約権を行使できるも

のとし、この場合、新株予約権者は、地位を喪失した日の

翌日である「権利行使開始日」から10日を経過する日まで

の期間に限り、新株予約権を行使することができるものと

する。 

　新株予約権者が死亡した場合、相続人が新株予約権を行

使することができる。但し、この場合、相続人は新株予約

権者が死亡した日の翌日から10ケ月を経過する日までの期

間に限り、新株予約権を行使することができる。

　その他の新株予約権の行使条件については、定時株主総会

および当社取締役会決議に基づき、当社と対象取締役及び

対象監査役との間で締結する新株予約権割当契約書に定め

るところによるものとする。 　

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権の譲渡、質入その他の処分については、当社

取締役会の承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 (注)４

 (注)１　当社が株式分割(株式無償割当を含む。以下、株式分割の記載に同じ。)又は株式併合を行う場合には、次の算式

により目的となる株式数を調整するものとする。

但し、かかる調整は本新株予約権のうち、当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株式数に

ついてのみ行われ、調整による１株未満の端数は切り捨てるものとする。

 

　調整後株式数＝調整前株式数×分割(又は併合)の比率

 

また、当社が、合併、会社分割、株式交換又は株式移転(以下「合併等」という。)を行う場合、その他株式数の調

整が必要な場合には、当社は、合併等の条件等を勘案の上、新株予約権の目的である株式の数について、合理的

な範囲で必要と認める調整を行うことができる。

 

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により調整し、調整により生じる１円未満の端数は、これ

を切り上げるものとする。 

  　　　　

  調整後行使価額＝調整前行使価額×
 １

 分割・併合の比率

 

また、割当日後、当社が時価を下回る価額で新株式の発行又は当社が保有する自己株式の処分を行う場合(新

株予約権の行使により新株を発行する場合を除く。)には、行使価額を次の計算式により調整し、調整の結果生

じる１円未満の端数は、これを切り上げるものとする。
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調整後

行使価格

 

＝

 

調整前

行使価格 

 

×

 

  既発行株式数＋
 新規発行株式数×１株当たり払込金額

　新規発行前の株価

既発行株式数＋新株発行による増加株式数

 

３　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項に従

い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数は、これを切り上

げるものとする。

４　合併(合併により当社が消滅する場合に限る。)、吸収分割、新設分割、株式交換、株式移転の場合の新株予約権の

交付及びその条件

当社が合併(合併により当社が消滅する場合に限る。)、吸収分割、新設分割、株式交換及び株式移転(以下「組

織再編行為」という。)をする場合には、組織再編行為の効力発生の時点において行使されておらずかつ当社

により取得されていない新株予約権の新株予約権者に対し、当該新株予約権に代えて、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社(以下「再編対象会社」という。)の新株予

約権を以下の条件に基づき交付するものとする。但し、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付

する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移動計画におい

て定めた場合に限るものとする。

①　交付する再編対象会社の新株予約権の数

 新株予約権者が保有する新株予約権の数を基準に、組織再編行為の条件等を勘案して合理的に決定され

る数とする。

②　交付する新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

 再編対象会社の普通株式とする。

③　交付する新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

 組織再編行為の条件等を勘案して合理的に決定される数

④　交付する新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

 行使価額を基準に組織再編行為の条件等を勘案して合理的に決定される価額に、交付する新株予約権１

個当たりの目的である再編対象会社の株式の数に乗じて得られる価額とする。

⑤　交付される新株予約権の行使期間

 新株予約権の行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、新株予約権の行

使期間の末日とする。

⑥　交付する新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する

事項

新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

(ⅰ)新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数は、

これを切り上げるものとする。

(ⅱ)新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記(ⅰ)記載の資

本金等増加限度額から上記(ⅰ)に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

⑦　交付する新株予約権の行使の条件 

 新株予約権の行使の条件に定めるところと同様とする。

⑧　交付する新株予約権の取得

会社が新株予約権を取得することができる事由及び取得の条件

(ⅰ)当社は、新株予約権者が、権利行使する前に、禁錮以上の刑に処せられたとき又は当社若しくは当社子

会社の就業規則により降格以上の制裁を受けたときには、その新株予約権を無償で取得することができ

る。

(ⅱ)新株予約権者が、本契約の規定に違反したとき、その他、当社との間の信頼関係を著しく損なう行為の

あったと当社が認めたときは、当社は、その新株予約権を無償で取得することができる。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－ 16,531,157 － 2,831,425 － 2,999,825

 

 

（５）【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 有限会社北村興産  岐阜県岐阜市黒野320番地の１ 1,414 8.56

 北　村　和　弘  岐阜県岐阜市 943 5.71

 北　村　博　志  岐阜県岐阜市 872 5.28

 株式会社十六銀行  岐阜県岐阜市神田町８丁目26番地 800 4.84

 岐阜信用金庫  岐阜県岐阜市神田町６丁目11番地 747 4.52

 北　村　嘉　弘  岐阜県岐阜市 714 4.32

 ＫＶＫ従業員持株会
 岐阜県岐阜市黒野308番地

 株式会社ＫＶＫ内
572    3.46

 北　村　治　弘  岐阜県岐阜市 539 3.26

 元気なぎふ応援基金
 岐阜県岐阜市今沢町18番地

 岐阜市役所内
539 3.26

 末　松　容　子  岐阜県岐阜市 515 3.12

計 － 7,657     46.32
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　 　　113,000
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式    16,148,000

　　　　
16,148 －

単元未満株式
普通株式     　270,157　

　　
－ －

発行済株式総数   16,531,157 － －

総株主の議決権 － 16,148 －

　(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式814株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社ＫＶＫ
岐阜市黒野308番地 113,000     － 113,000     0.69

計 － 113,000     － 113,000     0.69

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 165 260 245 240 245 215

最低(円) 131 160 201 213 196 190

　(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人アンビシャスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,386,980 1,183,228

受取手形及び売掛金 8,723,070 6,727,002

商品 81,735 86,981

製品 1,204,322 1,169,401

原材料 2,001,973 1,835,892

仕掛品 609,028 691,976

その他 769,176 417,209

貸倒引当金 △1,860 △2,730

流動資産合計 14,774,425 12,108,962

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 1,890,266 1,737,761

土地 2,147,824 2,147,824

その他（純額） 2,147,756 2,408,706

有形固定資産合計 ※1
 6,185,848

※1
 6,294,293

無形固定資産 116,589 118,031

投資その他の資産

投資有価証券 225,916 281,891

その他 200,052 74,469

貸倒引当金 △4,404 △3,393

投資その他の資産合計 421,564 352,967

固定資産合計 6,724,001 6,765,291

資産合計 21,498,427 18,874,254

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,872,971 4,237,871

短期借入金 1,840,000 1,800,000

未払法人税等 47,314 31,795

その他 1,494,110 1,285,397

流動負債合計 9,254,397 7,355,063

固定負債

長期借入金 2,685,000 3,025,000

退職給付引当金 222,867 232,549

役員退職慰労引当金 162,071 160,449

負ののれん 293,596 326,833

その他 73,875 97,127

固定負債合計 3,437,410 3,841,958

負債合計 12,691,807 11,197,022
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,831,425 2,831,425

資本剰余金 2,999,825 2,999,825

利益剰余金 3,105,572 2,045,959

自己株式 △21,316 △20,240

株主資本合計 8,915,506 7,856,969

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,885 41,059

為替換算調整勘定 △130,140 △220,797

評価・換算差額等合計 △124,254 △179,737

新株予約権 15,368 －

純資産合計 8,806,619 7,677,231

負債純資産合計 21,498,427 18,874,254
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 13,200,330

売上原価 10,547,965

売上総利益 2,652,364

販売費及び一般管理費 ※1
 2,066,690

営業利益 585,673

営業外収益

受取利息 1,294

受取配当金 2,874

負ののれん償却額 33,237

為替差益 35,572

その他 86,878

営業外収益合計 159,858

営業外費用

支払利息 76,079

売上割引 26,882

その他 2,374

営業外費用合計 105,335

経常利益 640,196

特別利益

補助金収入 192,500

特別利益合計 192,500

特別損失

固定資産除却損 ※2
 75,838

たな卸資産処分損 40,549

特別損失合計 116,387

税金等調整前四半期純利益 716,308

法人税、住民税及び事業税 14,726

法人税等調整額 △358,031

法人税等合計 △343,304

四半期純利益 1,059,613
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 6,548,288

売上原価 5,284,805

売上総利益 1,263,483

販売費及び一般管理費 ※1
 1,016,964

営業利益 246,518

営業外収益

受取利息 917

受取配当金 692

負ののれん償却額 16,618

作業屑売却益 13,396

その他 33,301

営業外収益合計 64,925

営業外費用

支払利息 38,326

売上割引 15,137

為替差損 4,136

その他 1,591

営業外費用合計 59,192

経常利益 252,252

特別利益

補助金収入 192,500

特別利益合計 192,500

特別損失

固定資産除却損 ※2
 71,660

たな卸資産処分損 40,549

特別損失合計 112,209

税金等調整前四半期純利益 332,542

法人税、住民税及び事業税 7,389

法人税等調整額 107,223

法人税等合計 114,613

四半期純利益 217,928
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 716,308

減価償却費 350,449

負ののれん償却額 △33,237

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,681

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,622

貸倒引当金の増減額（△は減少） 140

受取利息及び受取配当金 △6,234

支払利息 102,961

為替差損益（△は益） △37,446

有形固定資産除却損 75,838

売上債権の増減額（△は増加） △1,933,675

たな卸資産の増減額（△は増加） △50,137

仕入債務の増減額（△は減少） 1,488,548

その他の資産の増減額（△は増加） △109,233

その他の負債の増減額（△は減少） 204,323

小計 760,544

利息及び配当金の受取額 6,240

利息の支払額 △103,414

法人税等の支払額 △21,574

営業活動によるキャッシュ・フロー 641,797

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △2,413

有形固定資産の取得による支出 △159,189

その他の支出 △11,819

投資活動によるキャッシュ・フロー △173,422

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000

長期借入金の返済による支出 △400,000

新株予約権の発行による収入 15,368

自己株式の取得による支出 △1,076

財務活動によるキャッシュ・フロー △285,708

現金及び現金同等物に係る換算差額 21,085

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 203,751

現金及び現金同等物の期首残高 1,183,228

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,386,980
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計

基準第９号)を適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しており

ます。なお、これにより当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ

37,927千円減少しております。

 

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成に当たり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

税金費用の計算

　法人税の計上基準については、法定実効税率をベースにした年間予測税率により計上しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 　9,461,417千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　 　9,095,475千円

　２　手形割引高 　２　手形割引高

　　受取手形割引高　 80,000千円 　　受取手形割引高 498,645千円
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（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当    618,148千円

退職給付引当金繰入額 21,751千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,622千円

※２　固定資産除却損

機械装置及び運搬具 72,802千円

その他

(建物及び構築物、器具備品)
3,036千円

計 75,838千円

 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給料手当 305,166千円

退職給付引当金繰入額 11,030千円

※２　固定資産除却損

機械装置及び運搬具 70,720千円

その他

(建物及び構築物、器具備品)
939千円

計 71,660千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,386,980千円

現金及び現金同等物 1,386,980千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平

成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 16,531,157

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 113,814

 

３　新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第２四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 － － 15,368

 

４　配当に関する事項

　(1)配当支払額

該当事項はありません。

　(2)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

 決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年12月５日(予定)

臨時株主総会
普通株式 82,086 5.00 平成20年９月30日 平成20年12月８日利益剰余金

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

(当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　

平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　当社グループの事業内容は、給水栓・給排水金具の製造・加工及び販売を主事業としている専門メーカーであ

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平

成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平

成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)　

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額　　　　　　　　　　535.48円 １株当たり純資産額　　　　　　　　　　467.48円

　(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 8,806,619 7,677,231

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 15,368 ─

 (うち新株予約権)     (15,368) (─)

普通株式に係る純資産額(千円) 8,791,251 7,677,231

普通株式の発行済株式数(株) 16,531,157 16,531,157

普通株式の自己株式数(株) 113,814 108,805

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通

株式の数(株)
16,417,343 16,422,352

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 64.52円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 64.38円

１株当たり四半期純利益金額 13.27円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 13.21円

　(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
  (自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
  (自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益(千円) 1,059,613 217,928

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,059,613 217,928

期中平均株式数(株) 110,124 111,264

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額(千円)    ─     ─

普通株式増加数(株) 35,878 67,685

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式について

前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

─ ─ 
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第２四半期累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年９月30日)

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないた

め、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月14日

株式会社ケーブイケー

（商号　株式会社ＫＶＫ）

取締役会　御中
 

監査法人アンビシャス

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　実郎　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 諏訪　直樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ケーブイ

ケー（商号　株式会社ＫＶＫ）の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケーブイケー（商号　株式会社ＫＶＫ）及び連結子会社の平成20

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並び

に第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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